


日本日時計の会役員(* 2012 年4月14日の年次総会にて未決定の為、 1日来の役員組織を転載）

・顧 問 関口直甫
今・ エ 長 後藤異夫

・副会長 押田榮一

・幹 事 鵞見洋一

（会報編集）

・幹 事 沖 允人

（カタログ・文献）

・幹 事 小野行雄

（会員管理）
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隅田川日時計散歩 小野行雄 1 7 

追悼・澤路雅夫さん 沖 允人 1 8�1 9 

追悼・山岸伸一さん 小野行雄 1 9 
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編集後記

●本会入会について

入会ご希望の方は、 上記の幹事会員・小野行雄まで、 ファックスまたはメ ー ルでご連絡ください。

●会報への投稿について

原則として、 WORD のデー タにして小野行雄にお送りください。

＊日時計カタログ情報に関しましては、 沖允人にご連絡をお願いします。

〈表紙の写真〉東京・文京区湯島天満宮の日時計 (RADO 酒田時計貿易株式会社・ 1 9 7 7 年3 月）











































●会員情報 me mbership information 

スペイソ在住の芸術家・又木啓子氏の個展が、

11 月 3 日"-'25 日まで、 東京調布市仙川のプラザ

ギャラリ ー で開催されましだ。 “オ ー ロラ
＂

を

テー マに 100 号 2 点と小品によって、 会場全体

が一つの作品として構成されていました。

10 日、 沖ご夫妻と小野でお同いし、 パ ー ティ ー

も参加してきました。 （小野記）
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●書籍・映画情報 sund i a I information

お薦めの本をご紹介します。以下は角川書店の宣伝文からの引用。

“寛永 16 年 (1639 年）江戸幕府碁所・安井算哲の子として京都で

生まれる。承応元年 (1652 年）、父の死によって二世安井算哲を継ぐ。

囲碁の研鑽の一方で天文・数学・暦学などを学び、 21歳の時に各地

の繍度を計測して、 当時用いられていた誤差のある宣明暦からの改

暦を申し出る。 由し出ること三回、 ようやく朝廷に採用され、 春海

がつくった新しい暦は、 貞享暦として後の太陰暦の基本となる。

その功により貞享元年 (1684 年）碁所をやめ初代幕府天文方に任じ

られる。 正徳 5 年 (1715 年） 77歳で没。 “

江戸時代が舞台の小説には珍しく天文科学・屈をテ ー マにしてい

ます。 映画では、 最初に日時計のシ ー ソが映ります。 （小野記）
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●編集後記 ed itor's note 

・合年4月、二年ぶりの総会が開かれ、会員の皆様のお顔を拝見することができ、ひと安lらでしたが、

前回の総会以降、 3名の会員の万々が亡くなられ非常に残念に思うところです。

・現在、 日時計カタログ情報 "Sundials List in Japan : 日本のE1時計表
＂

を沖允人氏が編纂しており

ます。 来年の4月をめどに出版を計画しているとのことです。 本釆、 日本日時計の会としてしなけ

ればならない事業です。 氏からは、 本に
“

日本日時計の会
＂

の名称を使用したいとのご希望が寄せ

られております。 発行が1寺ちどおしいです！

・総会でお約束しました
“

会報
＂

の9月発行が 12 月になってしまったことをお詫び申し上げます。

含まで鷲見氏にお願いしておりましたが、 非常にご多忙とのことで無謀にも小生がお引き受けし、

編集にあたりました。 どうして良いのか分からず暗中模索の毎日でしだ。 稚拙なところは（全て？）

はご容赦ください。9号に関しまして、 会員諸氏のご意見をお寄せいただけますと幸いです。 ご意見

を参考にしながら、 より良いものにしてまいりたいと思います。

• 本第9号は、 オソデマソド印刷の全頁4色刷りとしました。 含後もこのスタイルで発行の予定です。

常時、 会報への投稿を受け付けております。 投稿される原稿や写真はカラーで載りますのでよろし

くお願いいたします。 (I」＼野記）
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編集担当

造形美術印刷

日本日時計の会 後藤昴男 2012 年 12 月 10 日（平成 24 年）

小野行雄




